
自治連 １１月度 役員会・常任理事会議事録（敬称略） 
日 時：令和５年１１月４日（土） 役員会／１０時２分～１０時２０分 
                 常任理事会／１０時３０分～１１時３０分 
会 場：中央文化センター ４階 第１講堂 
出席者：役員会／１３名 志水、筒井、椋田、林田、川辺、松木、成田、塩坂、加藤、小林、 
            梅沢、谷本、山田 
    常任理事会／６名 藤原、服部、奥田、前田、備、村山 
    東京都庁職員、府中市役所職員／３名 榎本、塚本、大山、 ほか業者 １名 
書 記：松木紀美子 
 ※役員会・常任理事会は同様の為、まとめています。 

 

＜役員会前＞ ９時３５分～１０時 

 ・ロードレース大会について 

   挨拶 府中市文化スポーツ部スポーツタウン課長補佐 塚本 

説明  東京都生活文化スポーツ局国際スポーツ事業部国際大会課 

    自転車活用推進担当 課長代理 榎本 

＜役員会・常任理事会＞ 

１，会長挨拶  志水自治連会長  時候挨拶 １１月３日付けで『旭日単光章』授与を発表 

        本来ならば自治会長を２０年歴任し、都や全国の会長会を経ての受賞であるが 

        今回は特別に表彰された。 

２，報告事項 

  １）・地域市民の集い「押立文化センター圏域」９月１０日 出席自治会から助成金申請や 

    エネポのカセットボンベの他社製品使用での問題の有無などの意見や要望を聞く。 

   ・地域市民の集い「住吉文化センター圏域」１０月８日 ７町会１６名 自治連役員７名 

    合計２３名参加 助成金の問い合わせが主であった。 

  ２）スマートエネルギーWEEK展バス研修会（９月１３日） 通常３０名くらいの参加で今回 

    ２８名 出店内容として国内企業よりも中国台湾韓国の企業が多かった。ソーラーパネル 

    の廃棄についての金額や方法を打診するも明確な回答無し。 

  ３）福祉まつり（１０月１５日）について 当日１０時から１６時でブース出展も午前中の雨 

    で、出足は鈍かったが、午後から雨が上がり、アンケートも１００件ほど集まった。 

  ４）「総会議案書の一部訂正について（承認の可否）採決」の案内送付について 

    ・令和５年度の予算署で、市民協働対策部費を５６万円が６６万円に、懇親会活動費を 

     ９０万円が８０万円に変更で訂正し、修正した内容で送付します。 

  ５）春日部市との合同研修会 （１１月１６日）について 

    ・自治会連合会等の運営状況調査票を基に相違点を確認。府中市以外の自治会連合会の 

     事務局は自治体の職員が担当していて、財政は安定。府中市は一般採用。 

  ６）助成金など 

    （１）関東大震災１００年助成金 ４０件弱受付 内３０件弱の申請を実施 

    （２）消火栓情報として消防庁からデータを入手 必要な自治会には情報提供します。 

    （３）講師おまかせスマホ教室 ２月５日に開催予定  

  ７）その他 

    ・役員、準役員、常任理事の連絡・記録用専用ページを自治連 HPに掲載します。 



     今後のスケジュールや案内・記録等を掲載します。尚、個人情報が入っている連絡に 

     ついては、郵送で対応します。 

３，審議事項 

  １）市民協働まつり（１１月２５日、２６日）について 

    ・２６日にルシーニュ６階でブース出展。災害時の停電対策機材展示、簡単な調理を実施 

     ２５日の搬入、２６日のブース支援の協力を依頼。 
    ・自治会活動賠償責任保険の契約自治会数は５１件。 目標５０件（昨年度４６件） 
  ２）事務職員の賃金について （事務職員、助成金支援相談員、事務所当番員） 
    ・今年度１０月１日を以って東京都の時給が１，１１３円となり、事務職員は時給額が 
     １，２５０円に、助成金支援相談員は１回出勤（基本水曜日）で１，０００円、事務所

当番員は１０時から１５時で１回ごとに１，０００円となります。 
  ３）各部の研修会予定について 
    ・環境対策部は来年度についてはイベントのみでバス研修は実施せず。 
    ・福祉対策部も来年度は福祉まつりがメインで、バス研修は見送る予定。 
    ・生活安全部、デジタル対策部とも担当者不在で予定は未定。 
  ４）自治連の会計処理の実施方法について 
    ・自治連の会計処理を予算から出納、決算までを統一処理にする。科目コードや用途コ 
     －ドの導入ほか、月単位の執行表の作成 
  ５）自治会連合会の年会費の増額について 
    ・自治連の財政事情についてのデータを公開。東京都の助成金に年間予算の半額を依存 
     しており、会費の増額が喫緊の課題である。助成金の使用範囲に飲食や人件費、事務活

動費や維持経費は使用不可となっている。その為、会費を現在の２０円から倍増の４０ 
     円に増額を提案する。参考に防犯協会は１世帯当たり５０円、消防団は１００～２００ 
     円である。現在、約５，０００世帯が加入しており、会費が４０円になると１００万円 
     の収入増となり、助成金への依存が軽減される。 
４，今後の会議予定 
  １）市民協働まつり （１１月２５日～２６日） 
  ２）１２月度役員会 （１２月２日） 午前９時３０分より 役員会のみ 
  ３）地域市民の集い「四谷文化センター圏域」 （１２月１０日） 午前１０時～ 
  ４）１月度役員会・常任理事会 （１月２１日） 午後３時より 中央文化センター 
  ５）新年会（１月２１日）午後５時より コンチネンタルホテル 
 
 
 

会  長  事務局長  総務部長  

 
 
 
 
  


